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三
郷
公
民
館
は
、
9
月
6
日
に
木
船

清
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
奈
良
時
代
後

期
か
ら
平
安
時
代
の
初
期
に
、
畿
内
か

ら
東
北
へ
と
抜
け
る
、
古
代
律
令
に
よ

る
官
道
の
ひ
と
つ
で
あ
る
東
山
道
の
一

部
、
下
伊
那
地
方
を
巡
る
「
ふ
る
さ
と

講
座
」
を
開
催
し
、20
人
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
「
お
ん
な
城
主
直
虎
」
で
名

を
は
せ
た
高
森
町
の「
松
岡
城
」と「
松

源
寺
」
を
見
学
し
た
後
、
飯
田
市
座
光

寺
の
「
元
善
光
寺
」
を
拝
観
し
た
。

　

近
江
（
滋
賀
県
）
か
ら
美
濃
（
岐
阜

県
）
の
坂
本
を
経
て
信
濃
へ
と
入
る
東

山
道
最
大
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
神
坂
峠
の
麓
「
園
原
」
へ
向
か
う
途

中
、
阿
智
村
で
は
伊
那
地
方
で
二
社
の

み
の
式
内
社
で
あ
る
「
阿
智
神
社
」
前

宮
を
参
観
し
た
。

　

県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
『
た
ず
ね
ま

ほ
し
き
園
原
や
…
』
と
歌
わ
れ
て
い
る

山
村
の
集
落
で
あ
る
園
原
の
里
に
入

り
、
天
台
宗
の
開
祖
、
伝
教
大
師
最
澄

が
建
て
た
と
い
う
無
料
の
宿
泊
所
「
廣こ

う

拯じ
ょ
う
い
ん院」
に
立
ち
寄
っ
た
。

　

万
葉
集
に

『
ち
は
や
ぶ

る
神
の
御
坂

に
幣
奉
り
斎

う
命
は
母
父

が
た
め
』
と

詠
ま
れ
た
よ

う
に
、
旅
の

安
全
と
神
坂

峠
の
無
事
通

過
を
祈
願
し
た
神
坂
神
社
で
は
、
こ
の

山
中
の
社
に
海
の
神
・
住
吉
神
が
祀
ら

れ
て
い
る
こ
と
の
不
思
議
に
驚
き
、
源
氏

物
語
に
詠
ま
れ
た「
は
は
き
ぎ
」な
ど
を

見
学
し
た
。

　

帰
り
道
で
は
、「
阿
智
神
社
」
奥
宮

の
石
舞
台
と
磐
座
を
見
学
し
、
最
後

に
「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」
を
訪

ね
、
改
め
て
満
蒙
開
拓
は
何
だ
っ
た
の

か
、
平
和
な
社
会
と
は
何
か
を
考
え
な

が
ら
、
講
座
は
終
了
し
た
。

て
（
さ
さ

い
な
こ
と

で
の
ケ
ン

カ
）、
元

の
鞘
に
収

ま
る
（
仲

た
が
い
し

た
も
の
同

士
が
元
通

り
一
緒
に

な
る
）等
、

刀
が
い
か

に
庶
民
の

生
活
に
密

着
し
て
い

た
か
を
話

さ
れ
た
。

　

後
半
は
現
在
の
安
曇
野
市
豊
科
細
萱

の
洲す

わ波
神
社
東
に
住
ん
で
い
た
「
郷
土

が
生
ん
だ
幕
末
の
刀
鍛
冶
山
口
兄
弟
」

の
話
に
な
り
、
兄
の
保
国
は
「
以
信
州

有
明
里
新
鉄
保
国
造
之
」、
弟
の
保
継

は
「
信
濃
国
人
藤
原
保
継
」
の
銘
で
作

刀
し
て
い
た
と
い
う
。
現
在
も
鍛
冶
小

屋
（
写
真
上
）
は
子
孫
に
よ
っ
て
修
理

さ
れ
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
刀
文

の
美
し
い
保
国
・
保
継
の
刀
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
郷
土
の
先
人
の
作
と
い
う

こ
と
に
親
し
み
を
感
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
刀
の
鑑
賞
が
で
き
る
講

座
は
あ
ま
り
な
く
、
受
講
者
は
真
剣
に

鑑
賞
し
多
く
の
質
問
が
あ
が
っ
た
。
刀

を
作
る
の
に
は
多
く
の
職
人
が
関
わ
っ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
方
々
の
技
術
の
粋

を
結
集
し
た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

豊
科
公
民
館
で
は
、
9
月
21
日
、
講

師
に
松
本
市
立
博
物
館
友
の
会
副
会
長

の
川
舩
義
嗣
さ
ん
を
迎
え｢

安
曇
野

郷
土
の
刀
剣｣

講
座
を
開
催
し
た
。

　

資
料
に
基
づ
き
、
用
途
や
長
さ
の
違

い
に
よ
る
刀
の
種
類
、
刀
剣
各
部
の
名

称
、
姿
・
地
文
・
刀
文
の
見
方
等
の
基

礎
知
識
が
大
変
分
か
り
や
す
く
解
説
さ

れ
た
。
ま
た
、
日
本
刀
の
２
０
０
０
年

の
歴
史
に
は
時
代
に
適
応
し
た
刀
、
流

派
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
的
な
刀
の
図
や
写
真
を

用
い
説
明
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
普
段

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉
に
も
、
刀

が
基
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
20
数
種
あ

り
、
お
っ
と
り
刀
（
大
急
ぎ
）、
鞘
当

ふ
る
さ
と
講
座

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

東と

う

さ

ん

ど

う

山
道
・
小
さ
な
旅

安
曇
野
郷
土
の
刀
剣
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「
拾
ケ
堰
」
は
、
他
の
河
川
の
流
れ

に
逆
ら
う
よ
う
に
東
か
ら
西
へ
向
か
い
、

標
高
５
７
０
㍍
の
等
高
線
に
沿
っ
て
１

㌔
で
30
㌢
下
る
緩
や
か
な
勾
配
で
、
安

曇
野
の
田
園
風
景
の
中
を
貫
く
よ
う
に

水
路
延
長
15
㌔
程
の
距
離
を
流
れ
て
い

る
。
地
形
の
関
係
か
ら
現
在
の
堀
金
小

学
校
の
東
側
で
大
き
く
北
に
進
路
を
変

え
「
大

曲
り
」

と
呼
ん

で
い
る
。

　
「
拾

ケ
堰
」

は
江
戸

時
代
後

期
、
水

利
確
保

に
困
窮

し
て
い

た
当
時

の
10
ヵ
村
の
指
導
者
が
中
心
に
な
っ
て

立
案
し
た
。
開
削
ま
で
に
27
年
の
長
い

時
間
を
か
け
た
構
想
の
下
に
実
現
さ

れ
、
延
べ
6
万
人
の
農
民
が
工
事
に
参

加
し
、
開
削
3
カ
月
と
い
う
短
期
間
で

完
成
さ
せ
た
驚
異
的
な
事
業
で
あ
っ

た
。
堰
が
出
来
る
前
は
畑
作
や
養
蚕
だ

け
だ
っ
た
農
村
に
、
約
３
０
０
㌶
の
新

田
が
開
か
れ
周
辺
で
は
稲
作
が
始
ま
っ

た
。「
拾
ケ
堰
」
は
文
化
13
年
（
１
８

１
６
）
の

完
成
で
、

平
成
28
年

が
開
削
２

０
０
年
に

当
た
り
記

念
碑
が
建

立
さ
れ

た
。
同
年

の
11
月
8

日
に
は
、

第
67
回
国

際
灌か

ん
が
い漑
排

水
委
員
会
国
際
執
行
理
事
会
（
Ｉ
Ｅ

Ｃ
）に
お
い
て「
世
界
灌か

ん
が
い漑
施
設
遺
産
」

に
登
録
さ
れ
た
。
現
在
47
施
設
が
登
録

さ
れ
、
27
施
設
が
日
本
国
内
の
登
録
で

あ
る
。

　

長
野
県
拾
ケ
堰
土
地
改
良
区
の
事
務

局
を
務
め
る
青
桺
和
義
さ
ん
は
「
２
０

０
年
た
っ
た
現
在
も
、
堀
金
地
域
の
中

堀
、
上
堀
、
下
堀
地
区
を
中
心
に
約
７

８
０
㌶
の
水
田
が
灌
漑
さ
れ
農
業
用
水

と
し
て
供
給
さ
れ
て
い
る
」
と
説
明
し

て
い
る
。

　

堀
金
小
学
校
4
年
生
は
授
業
の
一
環

と
し
て
拾
ケ
堰
の
歴
史
を
学
ん
で
い

る
。
昨
年
度
の
6
年
生
は
開
削
に
関
わ

っ
た
人
た
ち
や
、
拾
ヶ
堰
が
で
き
る
ま

で
を
紙
芝
居
で
演
じ
、
テ
レ
ビ
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
。な
お
堀
金
公
民
館
で
は
、

公
民
館
事
業
と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
開
催
し
、
次
世

代
に
向
け
て
啓
発
活
動
に
努
め
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
山
路
）

地
区
公
民
館
だ
よ
り

本
村
地
区
公
民
館（
豊
科
）

　

本
村
地
区
公
民
館
は
、
Ｊ
Ｒ
南
豊
科

駅
か
ら
２
０
０
㍍
西
に
あ
る
。
地
区
の

真
ん
中
に
位
置
し
、
大
日
堂
・
巨
大
文

字
碑
道
祖
神
・
安
曇
野
市
有
形
文
化

財
の
神
代
文
字
碑
が
あ
る
。
公
民
館
の

あ
る
場
所
は
「
成
相
氏
館
址
」
の
一
部

で
あ
り
、
今
も
昔
も
地
区
の
中
心
地
で

あ
る
。

　

本
村
の
歴
史
は
比
較
的
新
し
く
16
世

紀
末
頃
に
集
落
が
形
成
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。人
口
は
１
３
０
０
人
弱
で
あ
る
。

本
村
公
民
館
の
役
員
は
6
人
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
公
民
館
長
・
副
館
長
・
主

事
・
体
育
部
長
・
文
化
部
長
・
社
会
部

長
で
あ
る
。
各
種
団
体
は
17
あ
る
。
最

大
の
団
体
で
あ
る
本
村
勤
労
協
を
は
じ

め
囲
碁
ク
ラ
ブ
・
大
正
琴
・
短
歌
会
・

詩
吟
・
パ
ス
テ
ル
画
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会

な
ど
が
あ
り
、
公
民
館
を
使
用
し
活
発

に
活
動
し

て
い
る
。

　

本
村
勤

労
協
は
、

す
べ
て
の

公
民
館
行

事
に
積
極

的
に
参
加

し
、
30
代

か
ら
70
代

ま
で
の
会

員
が
幅
広

く
世
代
間

交
流
を
図

り
つ
つ
、

地
域
づ
く

り
の
中
心

的
役
割
を

果
た
し
て

い
る
。

　

公
民
館

行
事
は
、

春
の
本
村
神
社
例
大
祭
参
加
か
ら
始
ま

り
、
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
応
援
・

公
民
館
研
修
旅
行
・
区
民
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
・
人
権
尊
重
懇
談
会
・
敬
老

会
・
文
化
祭
・
三
九
郎
な
ど
が
あ
る
。

豊
科
公
民
館
で
も
年
間
を
通
じ
て
た
く

さ
ん
の
行
事
が
あ
り
、
す
べ
て
に
参
加

し
て
い
る
。

　

公
民
館
役
員
は
企
画
や
準
備
で
大
変

で
あ
る
が
、
や
り
が
い
も
あ
る
。
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
各
行

事
は
い
つ
も
大
盛
況
で
あ
る
が
、
公
民

館
役
員
の
選
出
に
毎
年
苦
労
す
る
と
い

う
課
題
も
あ
る
。
役
員
の
大
半
は
会
社

に
勤
め
て
お
り
、
平
日
の
公
民
館
活
動

は
難
し
い
。
行
事
や
会
議
等
も
そ
れ
に

合
わ
せ
た
形
態
に
し
な
い
と
い
け
な

い
。
ま
た
、
行
事
に
よ
っ
て
は
、
役
員

以
外
の
協
力
を
得
な
い
と
ス
ム
ー
ズ
に

遂
行
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
公
民

館
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
良
い
地
域
作
り
が
出
来
る
と

思
わ
れ
る
。

　
（
前
公
民
館
長　

中
澤
宏
晃
）

�
堀
金
地
域
を
流
れ
る
拾
ケ
堰

古
き
を
尋
ね
て

文化祭

敬老会

三郷地域から堀金地域を望む
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「
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
ひ
ょ
う
た

ん
に
案
内
さ
れ
る
よ
う
に
穂
高
文
化
協

会
へ
入
会
し
た
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
昭
和
62
年

（
１
９
８
７
）、
元
々
は
新
旧
住
民
の
親

交
を
深
め
る
目
的
で
「
町
お
こ
し
に
な

れ
ば
」
と
は
じ
め
た
ひ
ょ
う
た
ん
作
り

だ
。
平
成
元
年
に
は「
安
曇
野
千
成
ク

ラ
ブ
」を
結
成
し
、
穂
高
文
化
祭
へ
の

展
示
を
行
っ
て
い
る
。角
が
無
い「
ひ
ょ

う
た
ん
」の
よ
う
に
平
和
な
世
の
中
に

な
る
こ
と
を
祈
り
、
現
在
ま
で
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

文
化
協
会
役
員
と
し
て
は
穂
高
文
化

祭
に
参
画
し
、
近
年
は
国
営
ア
ル
プ
ス

あ
づ
み
の
公
園
に
て
正
調
安
曇
節
の
普

及
な
ど
を
企
画
し
た
。
今
年
は
文
化
協

会
設
立
50
周
年
と
し
て
記
念
誌
『
五
十

年
の
あ
ゆ
み
』
を
発
行
し
た
。
創
立
30

周
年
の
『
三
十
年
の
あ
ゆ
み
』
で
は
編

集
長
を
務
め
、
今
回
は
会
長
と
し
て
大

役
を
無
事
に
果
た
せ
た
事
は
感
慨
深
い
。

　

30
周
年
の
時
に
１
２
０
０
人
い
た
会

員
も
高
齢
化
の
た
め
か
一
時
期
は
５
０

０
人
程
ま
で
減
少
し
た
が
、
平
成
27
年

３
月
に
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
小
中

学
生
が
会
員
と
し
て
入
会
で
き
る
よ

う
に
規
約
を
変
更
し
、
現
在
は
約
７
０

０
人
ま
で
盛
り
返
し
て
き
た
。
ま
た
グ

ル
ー
プ
で
の
入
会
の
み
で
な
く
個
人
の

入
会
を
可
能
に
し
、
会
員
の
範
囲
を
広

げ
た
。

　

私
の
考
え
方
の
根
本
は
芸
術
・
文
化

が
人
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
志
が
一
つ

に
な
る
事
を
望
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

大
勢
の
人
々
が
絆
を
深
め
生
き
が
い
が

持
て
る
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
文
化

協
会
が
ま
す
ま
す
発
展
で
き
る
よ
う
願

っ
て
い
る
。
ま
た
、若
手
の
方
々
に
は
、

半
世
紀
の
歴
史
の
継
承
に
向
け
て
頑
張

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
希
望
し
て
や
ま

な
い
。

グループ紹介
　

明
科
の『
エ
コ
ク
ラ
ブ
』の
滝
沢
清
子

代
表
は
、
定
年
退
職
後
、
新
聞
で
布
草

履
作
り
の
記
事
を
見
て
、
古
布
を
利
用

し
た
布
草
履
作
り
に
興
味
を
持
ち
、
松

川
村
ま
で
教
え
を
請
い
に
出
向
い
た
。

　

習
い
覚
え
て
作
っ
た
た
く
さ
ん
の
布

草
履
を
友
人
や
知
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
「
と
て
も
は
き
心
地
が
良
い
」
と
評

判
に
な
っ
た
。「
自
分
で
も
手
作
り
し

た
い
の
で
教
え
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
請
わ
れ
る
ま
ま
に
教

え
始
め
た
。
仲
間
と
の
会
は
「
家
庭
に

眠
っ
て
い
る
布
を
再
利
用
し
て
い
る
の

で
、
エ
コ
だ
ね
」
と
平
成
22
年
9
月
頃

に
『
エ
コ
ク
ラ
ブ
』
と
名
付
け
ら
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

毎
月
第
１
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

4
時
ま
で
、
明
科
公
民
館
で
創
作
活

動
を
し
て
い
る
。『
エ
コ
ク
ラ
ブ
』
は
、

明
科
は
も
と
よ
り
松
本
・
生
坂
・
筑
北

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
一
回
毎
の
参
加

形
式
で
、
継
続
参
加
も
自
由
に
で
き
る

の
が
特
徴
で
、
毎
回
5
～
8
人
の
参
加

者
が
あ
る
。

　

布
草
履
を
編
む
た
め
の
治
具
を
使

い
、
作
り
方
を
学
び
、
１
つ
の
作
品
が

で
き
あ
が
れ
ば
辞
め
て
い
く
人
も
い
る

が
、
回
毎
の
参
加
を
楽
し
み
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
々
の
作
品
を
自
由
に
製
作

で
き
る
事
が
、
継
続
の
礎
と
も
な
っ
て

い
る
。
布
草
履
は
、
い
ろ
い
ろ
な
布
の

再
利
用
が
多
い
が
、
玉
ね
ぎ
の
皮
や
草

木
の
手
染
め
布
な
ど
も
使
い
、
素
材
の

質
を
変
え
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
た
り
し
て
い
る
。
草
履
型
、
突
っ

掛
け
型
、
ス
リ
ッ
パ
型
な
ど
に
加
え
大

人
用
、
子
供
用
も
あ
り
、
カ
ラ
フ
ル
か

つ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作
品
は
、
一

つ
と
し
て
同
じ
デ
ザ
イ
ン
が
無
い
の

で
、
大
変
面
白
く
奥
深
い
。
ま
た
、
籠

や
小
さ
な
ケ
ー
ス
な
ど
の
作
品
作
り
に

も
挑
戦
し
て
い
る
。

　

信
州
安
曇
野
あ
や
め
ま
つ
り
で
の
販

売
や
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
の
展
示
な
ど
が

評
判
と
な
り
、
浅
見
前
公
民
館
長
に
声

掛
け
を
さ
れ
た
事
も
重
な
り
、
文
化
祭

で
の
展
示
販
売
や
講
習
会
の
開
催
な

ど
、
次
々
と
活
動
の
輪
が
広
が
っ
た
。

そ
の
折
の
新
聞
掲
載
も
き
っ
か
け
と
な

り
、
市
内
に
あ
る
ホ
ー
ル
で
の
展
示
や

販
売
も
経
験
し
た
。
現
在
は
、
Ｊ
Ａ
松

本
ハ
イ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
あ

か
し
な
な
ど
で
の

販
売
を
通
し
て
、

多
少
の
実
益
も
兼

ね
、
エ
コ
な
取
り

組
み
の
拡
大
浸
透

を
図
っ
て
い
る
。

　

滝
沢
清
子 　

６
２
・
２
５
７
３

私
は
一
生
懸
命

安
曇
野
市
穂
高
文
化
協
会
会
長

安
曇
野
千
成
ク
ラ
ブ
代
表

佐
伯 

治
海
さ
ん
（
穂
高
）

エコクラブ

絵
：
加
々
美
　
豊

花
：
ノ
コ
ン
ギ
ク
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豊
科
公
民
館
は
9
月
7
日
に
第
2
回

｢

安
曇
野
の
建
物
講
座
」（
全
4
回
）
を

行
っ
た
。
講
師
に
長
野
県
文
化
財
保
護

協
会
常
務
理
事
の
高
原
正
文
さ
ん
を
迎

え
、
19
人
が
参
加
し
た
。

　

明
科
の
宗
林
寺
か
ら
見
学
を
始
め
同

雲
龍
寺
山
門
・
本
堂
・
穂
高
の
相
馬
愛

蔵
生
家
の
洋
館
・
松
澤
求
策
の
生
家
旧

若
松
屋
醤
油
店
と
隣
の
古
川
邸
・
碌
山

美
術
館
を
見
学
し
た
。
用
意
さ
れ
た
資

料
を
も
と
に
説
明
が
あ
り
、
歴
史
を
始

め
、
建
物
の
構
造
や
特
色
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
個
人
で
見
学
す
る
と
見
逃

し
て
し
ま
う
点
も
多
い
が
、
こ
の
講

座
は
、
講
師
の
分
か
り
や
す
い
説
明
が

あ
る
の
で
、

理
解
し
や

す
く
、
特

に
寺
院
は

建
築
様
式

も
多
様
で

あ
り
、
見

ど
こ
ろ
も

多
か
っ
た
。

い
時
間
を
過
ご
し
た
い
」
と
い
う
願
い

か
ら
月
2
回

の
練
習
を
続

け
て
い
る
。

ラ
イ
ブ
で
は

「
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
マ
ー

チ
」「
明
日

が
あ
る
さ
」

な
ど
15
曲
の

演
奏
を
披
露

し
た
。

　
（
東
山
路
）

　

三
郷
公
民
館
は
8
月
20
日
、
三
郷
文

化
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
同
体
育
館
で

「
夏
季
球
技
大
会
」
を
開
催
し
た
。
三

郷
地
域
の
14
地
区
に
よ
る
地
区
公
民
館

対
抗
で
、
男
子
は
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

を
行
い
、
各
公
民
館
か
ら
１
チ
ー
ム
が

参
加
し
優
勝
を
か
け
て
対
戦
し
た
。
女

子
は
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を

行
い
、
各
公
民
館
2
チ
ー
ム
に
よ
る

参
加
で
、
熱
戦
を
展

開
し
た
。
各
地
区
と

も
選
手
と
公
民
館
役

員
を
合
わ
せ
20
数
人

が
参
加
、
全
体
で
は

３
０
０
人
を
超
え
る

大
選
手
団
と
な
り
、

盛
況
の
う
ち
に
大
会

の
幕
を
閉
じ
た
。

（
東
山
路
）

　

堀
金
公
民
館
は
9
月
2
日
「
オ
カ
リ

ナ
ス
ワ
ン
」
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

を
開
催
し
た
。
土
曜
日
の
午
後
の
ひ
と

時
、
50
人
余
が
堀
金
支
所
１
階
ロ
ビ
ー

の
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
訪
れ
た
。

　
「
オ
カ
リ
ナ
ス
ワ
ン
」
は
、
地
域
在

住
の
主
婦
6
人
が
集
ま
り
オ
カ
リ
ナ
を

始
め
、
グ
ル
ー
プ
結
成
15
年
に
な
る
。

初
め
は
楽
譜
も
読
め
な
か
っ
た
と
い
う

メ
ン
バ
ー
が
「
地
域
の
皆
さ
ん
と
楽
し

　

明
科
の
歴
史
探
訪
講
座
～
明
科
の
地

名
の
由
来
を
探
る
～
が
、
9
月
5
日
明

科
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師

は
、
前
明
科
支
所
長
の
西
村
永
明
さ

ん
。
明
科
の
言
い
伝
え
や
歴
史
に
つ
い

て
、
あ
く
ま
で
「
○
○
で
は
な
か
ろ
う

か
、
○
○
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
観
点
か

ら
次
々
と
話
題
が
展
開
さ
れ
た
。

　

参
加
者
60
人
は
、

お
な
じ
み
の
県
名
や

明
科
と
い
う
名
称

の
語
源
や
伝
説
に
ま

つ
わ
る
地
名
、
地
域

（
村
）
の
変
遷
や
地

元
に
多
い
氏
名
の
諸

説
な
ど
に
声
を
上
げ

つ
つ
う
な
ず
き
、
興

味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

穂
高
公
民
館
は
9
月
13
日
「
浅
川
山

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
自
然
観
察
会
」
を
実

施
、
13
人
が
参
加
し
た
。
満
願
寺
北
方

の
北
ノ
沢
に
あ
る
ル
ー
ト
は
、
か
つ
て

は
牧
か
ら
中
房
方
面
へ
通
じ
る
唯
一
の

道
で
あ
っ
た
。
講
師
の
松
田
貴
子
さ
ん

（
豊
科
郷
土
博
物
館
）
か
ら
植
物
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
浅
川
山
中
腹
の
東

電
鉄
塔
ま
で
を
往
復
し
た
。こ
こ
に
は
、

里
で
は
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
植
物
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
長
野
県
版
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
掲
載
の
珍
し
い
寄
生
植
物
を
発
見
し

講
師
も
参
加
者
も
感
動
。
招
か
れ
ざ
る

客
の
訪
問
に

警
戒
す
る
猿

の
声
を
聞
き

つ
つ
、
参
加

者
一
同
初
秋

の
浅
川
山
の

自
然
を
満
喫

し
た
。

安
曇
野
の
建
物
講
座

　

利
用
者
同
士
で
情
報
を
共

有
し
あ
う
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
グ

ル
ー
プ
機
能
は
、
使
い
方
に
も
よ
る
が

大
変
便
利
で
連
絡
が
短
時
間
で
済
む
。

便
利
な
機
能
は
、
使
い
方
を
間
違
え
る

と
「
い
じ
め
」
な
ど
の
大
き
な
問
題
と

な
る
。
高
齢
に
な
る
と
新
し
い
電
子
機

器
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
難
し
く
な
る

が
、
新
し
い
物
へ
の
挑
戦
の
気
持
ち
は

失
い
た
く
な
い
も
の
で
あ
る
。（
Ｈ
・
Ｎ
）

オ
カ
リ
ナ
ス
ワ
ン

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

明
科
の

　

歴
史
探
訪
講
座

地
区
公
民
館
対
抗

　

夏
季
球
技
大
会

浅
川
山
の

　

魅
力
再
発
見

欅


